
 

     
Ⅰ 実践テーマの趣旨 

   第２次学校安全の推進に関する計画（平成 29年３月 24日閣議決定）では、全ての学校において、 

家庭・学校との連携・協働の推進や関係機関との連携による安全対策の推進など、保護者や地域住 

民、関係機関との連携・協働体制を構築し、それぞれの責任と役割を分担しつつ、学校安全に取り 

組むことが必要とされている。 

  このことから、地域コミュニティーの核となる場である学校を活用し、授業に防災の要素を取り 

 入れた「１日防災学校」を実施し、児童自身が“災害から生き抜く力”を身に付けるとともに、災 

害や防災への興味・関心を高め、“自分の命は自分で守る”という主体的な姿勢を育むことを目的 

とした。 

 

Ⅱ 実践内容 

１ 全学年で防災の要素を取り入れた授業の実施 

  (1) 関係機関によるゲストティーチャーの活用 

  (2) 地域住民、保護者、関係機関へ公開 

２ 大規模地震が発生したことを想定した避難訓練の実施 

  (1) 北海道シェイクアウト安全行動１－２－３の実践 

  (2) 本校を指定避難所とした地域自治会及び近隣高校生・幼稚園児の避難受け入れ訓練 

  (3) 湧別町及び網走地方気象台職員による防災講話 

３ 関係機関による防災展示と体験活動の実施及び非常食等啓発用資材の配布 

  ※協力機関…北海道総務部危機対策局、オホーツク総合振興局、北海道開発局網走開発建設部、 

網走地方気象台、北見方面遠軽警察署、遠軽地区広域組合消防署上湧別出張所、陸上自衛隊遠 

軽駐屯地、株式会社ムラカミ、湧別町 

 

Ⅲ 実践の概要 

１ 全学年で防災の要素を取り入れた授業の実施 

(1) 第１学年及び第２学年 

防災に関する関心を高め、災害 

から身を守るための知識の習得を 

目指し「北海Ｄｏ防災カルタ」を 

実施した。網走地方気象台職員が 

札の内容に合わせ解説を行った。 

その後、避難訓練を実施し「北 

海Ｄｏ防災カルタ」で学習したこ 

とを活用した。 

 

(2) 第３学年及び第４学年 

     避難所での生活体験として、湧 

別町防災担当者をゲストティーチ 

ャーとして迎え、段ボールベッド 

の設営体験を行った。 

避難所生活の様子を教えてもら 

ったり、段ボールベッドで寝てみ 

たりすることで、避難所生活にお 

ける苦労や課題を学んだ。 

 

別紙２ 
地域・関係機関と連携した防災教育の実践（１日防災学校） 

湧別町立中湧別小学校 学級数１０ (校長 山田 浩) 

 【「北海Ｄｏ防災カルタ」の様子】 

 【段ボールベッド設営の様子】 



 

【シェイクアウトの訓練の様子】 

(3) 第５学年及び第６学年 

     網走地方気象台職員から、地震  

発生の仕組みについて説明を受け 

るとともに、揺れの体験や津波発 

生のメカニズムについて、発生装 

置を使い、学んだ。 

    また、災害時には「率先して避 

   難者になれ！」といった心構えに 

ついて具体的に学んだ。 

 

２ 大規模地震が発生したことを想定した避難訓練の実施 

大規模な地震が発生したことを想定した、シェイクアウト 

    の訓練と津波発生の危険性があるとの想定で、体育館（雨天 

    のため）への避難訓練を実施した。 

    シェイクアウトの訓練では、各学年が防災の要素を取り入 

   れた授業の中で学んだ、①ドロップ②カバー③ホールド・オ 

   ンを実践した。また、地域の高等学校の生徒と幼稚園児及び  

地域自治会の高齢者を避難所（本校）へ受け入れる訓練を行 

うとともに、保護者へ引き渡す訓練を行った。 

その後、湧別町防災担当者及び網走地方気象台職員による 

    防災講話を行い、災害への備えや防災機能の重要性を学んだ。 

 

３ 関係機関による防災展示と体験活動の実施及び非常食等啓発用資材の配布 

    体育館において関係機関による防災展示を実施していただき、各ブースを参加者が自由に見 

   学したり、体験したりすることで、防災に関する知識や関心を深めた。 

また、小学生にはクラッカー、アルファ米、ハイゼックス（炊き出し袋）、災害食レシピが配 

    布され、自宅へ持ち帰ることで、各家庭においても防災について考える契機となった。 

展示実施機関 展示内容 

北海道総務部危機対策局 非常食、防災啓発まんが、災害対策用プライベートテント 等 

北海道開発局網走開発建設部 パネル展示（河川災害等） 

網走地方気象台 震度体験装置、津波体験装置、液状化現象観察装置、気象計測機器 等 

遠軽地区広域組合消防署上湧別出張所 簡易担架作り 等 

陸上自衛隊遠軽駐屯地 災害支援作業写真パネル、人命救助用品、食料 等 

北見方面遠軽警察署 パネル展示（災害支援等） 

株式会社ムラカミ 災害食、防災グッズ、非常用トイレ 等 

湧別町 段ボールベッド 

 

Ⅳ 実践の成果と課題 

 ○ 地域の防災関係機関と連携することで、災害発生時における避難の仕方及び自分の身を守るため 

の行動の在り方について、体験をとおして理解を深め、防災意識の向上を図ることができた。 

 ● 地域の実情を踏まえ、暴風雪や停電、河川の氾濫等、他の災害を想定した防災訓練を実施するな 

ど、いかなる状況においても自他の命を大切にするとともに、自ら判断できる力を育成し、より一 

層地域と連携した危機管理体制を確立する必要がある。 

【網走地方気象台職員による授業の様子】 


